
項 ⽬ 内 容

名称 ザクロ 、サンセキリュウ、セキリョウ [英]Pomegranate [学名]Punica  

granatum L.

概要 ザクロは、イラン、アフガニスタン近辺原産のザクロ科の果樹である。薬⽤部分は

果実 (⽯榴果⽪＜セキリュウカヒ＞) 、樹⽪、根⽪

(⽯榴⽪、⽯榴根⽪) 。果⽪は熟した果実から、樹

⽪、根⽪は採取し、⽇⼲しする。アジア原産の落葉

⾼⽊で、⾼さ10 m以上。開花は6⽉。漢⽅ではザク

ロの根⽪ (⽯榴根) と⽪ (⽯榴⽪) を収斂、整腸、⽌

⾎、駆⾍に使⽤している。果実に⼥性ホルモン様物

質が含まれているといわれているが、国⺠⽣活セン

ターがザクロの果汁飲料、濃縮エキス液、エキス錠剤（顆粒）について調べたとこ

ろ、⼥性ホルモン様物質は検出されなかった (WARP資料) 。

法規・制度 ■⾷薬区分

・果実、果⽪、根⽪、樹⽪、花︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と

判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。



■⾷品添加物

・天然⾹料基原物質リスト

ザクロが (グレナディン) が収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・ザクロ濃縮果汁ジュースには、同定されてはいないがエストロゲンα受容体に強い

結合能をもつ成分が含まれることを⽰唆した報告がある。ただし、ザクロ濃縮果汁5 

mL/kg体重を3⽇間ラットに投与した条件では、⼦宮肥⼤や下垂体ホルモンに影響

は認められていない (2006233866) 。
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メタ分析

・2014年12⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験5報

について検討したメタ分析において、ザクロジュースの摂取 (摂取期間︓≧1週間)  

は、⾎漿CRP濃度との関連は認められなかった (PMID:26922037) 。

・2014年12⽉までを対象に2つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験12報

について検討したメタ分析において、ザクロの摂取 (摂取期間︓≧7⽇間) は⾎漿中

TC (11報) 、LDL-C (11報) 、HDL-C (12報) 、TG (12報) との関連は認められな

かった (PMID:26857863) 。

RCT

・慢性閉塞性肺疾患 (COPD) 患者30名 (試験群15名、平均60.00±10.90歳、スペ

イン) を対象としたランダム化⼆重盲検⽐較試験において、ザクロ果汁を400 mL/

⽇ (ポリフェノール2.66 gを含む) 、5週間摂取させたところ、⾎液学的なパラメー

タの評価や尿中の8-iso-PGF (2α) (脂質過酸化バイオマーカー) 、呼吸器の機能、

臨床症状に影響は認められなかった (PMID:16278692) 。

・アテローム性動脈硬化症患者19名 (65〜75歳、試験群10名、アメリカ) を対象と

した無作為化プラセボコントロール試験において、ザクロ果汁を50 mL/⽇、1〜3  

年間摂取させたところ、摂取前と⽐較して頸動脈内膜中膜厚が減少した

(PMID:15158307) 。

・冠状動脈⼼疾患リスク要因があり、頸動脈内膜-中膜肥厚 (CIMT) が0.7〜2.0  

mmの成⼈289名 (試験群146名、60.8±7.3歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲検

無作為化プラセボ対照試験において、ザクロジュース240 mL/⽇を18ヶ⽉間摂取さ

せたところ、CIMTの進⾏に影響は認められなかった (PMID:19766760) 。

・冠状動脈性⼼臓病の既往歴がある39名 (試験群23名、アメリカ) を対象とした⼆

重盲検無作為化⽐較試験において、ザクロ果汁を240 mL/⽇、3ヶ⽉間摂取させた

ところ、ストレス誘発性虚⾎の範囲が減少した (PMID:16169367) 。

・脂質異常症患者45名 (試験群22名、平均51±9歳、イラン) を対象とした⼆重盲

検無作為化プラセボ対照試験において、ザクロ種⼦油 400 mg×2回/⽇を4週間摂取

させたところ、⾎清脂質やTNF-α濃度に影響は認められなかった

(PMID:22044195) 。

・⾎液透析患者101名 (平均66.5±11.8歳、試験群66名、イスラエル) を対象とし

た⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ザクロジュース100 mL×3回/週を

1年間摂取させたところ、摂取している降圧剤の数の減少が認められたが、⾎圧、脈

圧、⾎中脂質濃度 (TC、LDL-C、HDL-C、TG) 、⼼⾎管イベントの発⽣リスクに影

響は認められなかった (PMID:24593225) 。

・脂質異常症患者45名 (試験群23名、平均51±9歳、イラン) を対象とした⼆重盲

検無作為化プラセボ対照試験において、ザクロ種⼦オイル400 mg/⽇を4週間摂取

させたところ、TC/HDL-C⽐の低下が認められたが、⾎中脂質 (TG、TC、LDL-C、

HDL-C、酸化LDL) 、糖代謝マーカー (インスリン濃度、HOMA-IR) 、体組成 (体脂
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肪率、体脂肪量、除脂肪体重、ウエスト/ヒップ⽐、BMI) に影響は認められなかっ

た (PMID:20334708) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

メタ分析

・2017年2⽉までを対象に3つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験16報

(検索条件︓年齢≧18歳、期間≧1週) について検討したメタ分析において、ザクロ

の摂取は、空腹時⾎糖値 (15報) 、インスリン濃度 (8報) 、HOMA-IR (7報) 、

HbA1c (3報) との関連は認められなかった (PMID:28985741) 。

RCT

・肥満の成⼈20名 (試験群10名、平均36.3±8.3歳、メキシコ) を対象とした⼆重

盲検プラセボ対照試験において、ザクロジュース120 mL/⽇を1ヶ⽉間摂取させた

ところ、体重、体脂肪、BMIの増加抑制が認められたが、⾎糖、インスリン、⾷後

120分間の⾎糖AUCとインスリンAUCに影響は認められなかった

(PMID:21811060) 。

・⾎糖降下薬を服⽤している2型糖尿病患者44名 (試験群22名、平均55±6.7歳、イ

ラン) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ザクロジュース

250 mL/⽇を12週間摂取させたところ、⾎漿中の炎症マーカー (IL-6、⾼感度CRP)  

の減少、総抗酸化能の上昇が認められたが、糖代謝 (空腹時⾎糖値、インスリン、

HOMA-IR、HbA1c) 、糖化マーカー (カルボキシメチルリジン、ペントシジン) お

よびTNF-αの値に影響は認められなかった (PMID:24949028) (PMID:26355954)

。

⽣殖・泌尿器 RCT

・更年期症状のある⼥性351名 (45〜55歳、アメリカ) を対象とした無作為化⼆重

盲検⽐較試験において、マルチ植物サプリメント (1⽇量としてブラックコホシュ

200 mg、アルファルファ400 mg、チェストツリー200 mg、ザクロ400 mgをそ

れぞれ含む) を1年間摂取させたところ、膣症状、⽉経周期、ホルモン状態に影響は

認められなかった (PMID:18257142) 。

・閉経後⼥性81名 (試験群43名、平均54±8歳、オーストリア) を対象とした⼆重

盲検無作為化プラセボ対照試験において、ザクロ種⼦油30 mg (植物エストロゲン

127μg含有) ×2個/⽇を12週間摂取させたところ、ホットフラッシュの回数や更年

期症状 (MRS II) に影響は認められなかった (PMID:22240636) 。

脳・神経・

感覚器

RCT

・健康な⾼齢者28名 (試験群15名、平均63.1±8.0歳、アメリカ) を対象とした⼆

重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ザクロジュース8オンス/⽇を4週間摂

取させたところ、⾎漿中抗酸化能 (TEAC) の上昇、記憶テスト評価の向上、記憶テ

スト実施中の脳⾎流量の増加が認められた (PMID:23970941) 。

免疫・がん・

炎症

RCT

・前⽴腺がん患者183名 (アメリカ) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試

験において、ザクロ抽出物 (102名、中央値70.14歳) またはザクロジュース (17  

名、中央値69.23歳) を12ヶ⽉間摂取させたところ、抽出物、ジュースのいずれに

おいてもPSA倍加時間（前⽴腺特異抗原値が元の値に⽐べて2倍になるまでの時間）

に影響は認められなかった (PMID:26169045) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT

・慢性の義⻭性⼝内炎に伴うカンジダ症を発症した患者60名 (試験群30名、ブラジ
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ル) を対象とした無作為化⼆重盲検⽐較試験において、ザクロ抽出物を含むゲルを1

⽇3回、15⽇間塗布したところ、抗真菌薬であるミコナゾールゲルと同様の効果が

認められた (PMID:12801361) 。

・運動習慣のある健康成⼈19名 (平均22.2±2.2歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲

検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、運動トレーニング実施の30  

分前にザクロ抽出物1,000 mgを摂取させたところ、疲労困憊するまでの時間、運

動開始時の⾎流量、運動終了30分後の⾎管径の増⼤が認められたが、運動中や運動

終了30分後の⾎流量、運動開始時や運動中の⾎管径に影響は認められなかった

(PMID:25051173) 。

・トレーニング習慣のある男⼥19名 (平均22.1±1.9歳、アメリカ) を対象とした⼆

重盲検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、運動30分前にザクロ抽

出物1,000 mgを摂取させたところ、反復⾼負荷運動時の⾎管径の拡張が認められ

たが、その他の循環器指標 (⾎流量、⾎圧、酸素飽和度、⼼拍数) 、運動パフォーマ

ンス (ベンチプレス、レッグプレスの反復回数、⾃転⾞エルゴメーターによる間⽋

的スプリント能⼒試験での平均および最⼤パワー) に影響は認められなかった

(PMID:27644475) 。
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